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■大勢の人でにぎわうご当地キャラ大パレード（ご当地キャラ
こども夢フェスタ in しらかわ2014／９月27日・28日）
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　自治功労者

　自治功労者 　自治功労者

　社会福祉事業功労者

　自治功労者

　自治功労者

　善行者 　社会福祉事業功労者　善行者

　社会福祉事業功労者　社会福祉事業功労者
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（54歳　西三坂）

（67歳　鬼越） （55歳　東釜子）（54歳　大手町）

（84歳　立石）
齋
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せい

 八
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 さん石
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 田
だ

 信
しん

 一
いち

 さん和
わ

 知
ち

 繁
しげ

 藏
ぞう

 さん

（63歳　金屋町）（75歳　円明寺） （76歳　東三坂山）

（71歳　金勝寺）（84歳　女石）（82歳　中田）

行政連絡員として尽力されました

民生児童委員として尽力されました

食生活改善推進員として尽力され
ました

消防団活動に尽力されました 町内会長として尽力されました

行政連絡員として尽力されました民生児童委員として尽力されました

観光振興に尽力されました

民生児童委員として尽力されました

教育環境の整備に尽力されました 消防団活動に尽力されました

　

永
年
に
わ
た
っ
て
市
政
の
進
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
な
ど
の
功
績

を
た
た
え
る
、
平
成
26
年
度
市
政
功
労
者
・
善
行
者
の
表
彰
式
が

11
月
３
日
に
挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
る
方
は
、
自
治
功
労
者
５
人
、
社
会
福
祉
事
業

功
労
者
４
人
、
善
行
者
２
人
の
計
11
人
の
方
々
で
す
。

とう
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■保育園の問い合わせ先　本庁舎こども課☎㉒1111　内2734／各庁舎教育振興課　表郷☎324782　大信☎463975　東☎343146

　11月は児童虐待防止推進月間です。近年、子どもが虐待を受け、命を失う事件が発生しています。「おか
しいな」と感じたときは、迷わずに連絡をお願いします。
《児童虐待とは》
　児童虐待は、身体への暴力だけではありません。無視や育児放棄も子どもの心を傷つけ、健全な発達を
阻害します。
▷身体的虐待　殴る、蹴

け

る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺
おぼ

れさせるなど
▷性 的 虐 待 　性的行為の強要、性器や性交を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど
▷ネグレクト　家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、病気にな
　　　　　　　っても病院へ連れて行かないなど
▷心理的虐待　言葉による脅し、無視、兄弟姉妹間での差別的扱い、子どもの目の前でドメスティック・
　　　　　　　バイオレンスを行うなど
《児童虐待を見つけたら連絡を》
　虐待かもしれないと思ったらすぐに連絡してください。早期の連絡が子どもたちを救うことになります。
通報した人が特定されないように、秘密は厳守します。
※ご自身が出産や子育てに悩んだり、近所に子育てに悩む保護者などがいる場合は、次の連絡先にご相談
　ください。
《連絡先》
本庁舎こども課☎㉒1111　内2171　家庭児童相談室☎㉒1150　県中児童相談所白河相談室☎㉒5648
児童相談所全国共通ダイヤル☎0570-064-000

※児童館・児童クラブの入会児童の募集は今後の広報白河でお知らせします。

　　▲さくら保育園の園児たち▲さくら保育園の園児たち

　平成27年度の保育園に入園する園児を募集します。入園を希望する保護者の方は、次のとお
りお申し込みください。
●対　　象　市内にお住まいで、保護者の就労や病気などの理由により家庭での保育が困難な

児童
●受付期間　11月17日㈪～12月５日㈮（平日のみ）　午前８時30分～午後５時15分

※時間外の受け付け（５ページ表に記載の保育園）は、本庁舎こども課で行います。
　▷11月30日㈰　午前８時30分～正午
　▷12月１日㈪～５日㈮　午後５時15分～７時

●受付場所　５ページ表のとおり
●提出書類　市教育・保育給付支給認定申請書、入園申込書、その他必要書類
　　　　　　※その他必要書類は、申込書等を配布する際にお知らせします。
●保 育 料　保護者の市民税所得割額により決定します。
●入園承諾　入園審査を行い、平成27年２月上旬までにお知らせします。
《注意事項》
◎申込書等は、11月４日㈫から本庁舎こども課および各庁舎教育振興課で配布します。
◎申込順で入園を決定するものではありませんので、提出書類をそろえてお申し込みください。
◎保育時間等は各園で異なりますので、配布する入園の案内をご覧ください。
◎現在入園されている方も、継続の申し込みが必要です。各園で手続きをしてください。
◎認定こども園（こどもの園保育園、西保育園、さくらの園保育園、丘の上保育園）の園児
募集は、広報白河９月15日号に掲載しています。　　　

保育園入園児

認

可

保育園名 定員 所在地・電話番号 保育年齢 受付場所

さくら保育園 90人 会津町24-7　
☎㉓2269

生後６か月以上経過
～就学前

本 庁 舎
こども課

※受け付けは午前８時
　30分から午後５時15
　分まで（以下同じ）

ひまわり保育園 90人 栄町55　
☎㉗2863

わかば保育園 150人 北中川原8-1　
☎㉓2594

白河みのり保育園 89人 新白河二丁目162　
☎㉒2160

白 河 保 育 園 60人 日向2　
☎㉓2306

おもてごう保育園 50人 表郷番沢字成金142 
☎322300

表 郷 庁 舎
教育振興課

たいしん保育園 50人 大信町屋字道目木8
☎462280 生後６か月以上経過

～満３歳到達後最初
の年度末

大信庁舎
教育振興課

ひがし保育園 55人 東釜子字枇杷山141
☎343643

東 庁 舎
教育振興課

認
可
外

関の森保育園 40人 旗宿町尻105-1　
☎324391 満２歳～就学前 本 庁 舎

こども課

児童虐待防止推進月間
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～住みよいまちづくりを目指して～～住みよいまちづくりを目指して～

◎特集　町内会活動◎特集　町内会活動

　町内会への加入は強制ではありませんが、地域の防
犯・防災や、子どもの見守り、高齢者支援、生活環
境の改善・向上など、私たちの生活に密接にかかわる
様々な問題に取り組むためには、そこに暮らす人たち
の助け合いが必要となります。
　町内会は、地域の人と人をつなぐ大切な組織です。
町内会活動を通して、地域とのつながりをより深め、
みんなの手で住みよいまちをつくりましょう。

《町内会に加入するには》
　お住まいの地域の町内会長または班長へお申し出く
ださい。
　お住まいの地域がどの町内会
に属するか分からない場合や、
町内会長の連絡先が分からない
場合は、地域支援課にお問い合
わせください。

問本庁舎地域支援課☎㉒1111　内2258

　町内会は、その地域に住む人たちが互いに親ぼくを深
め、協力し合い、住みよいまちづくりを目指し自主的な
活動を行う、最も身近な住民自治組織です。現在、市内
には167の町内会があります。
　地域で行われている日常の支え合いや災害時の助け合
いなど、行政だけではまかないきれない部分を地域の力
で補うことで、実情に合ったきめ細やかなまちづくりが
実現できます。

《町内会とは》

みんなで支える町内会

▷地域の安全な暮らしを守るため、防犯灯の設置
　要望や維持管理、子ども見守り隊などの防犯パ
　トロールを行っています。
▷火事や地震などに備え、自主防災組織を結成し、
　夜警や火災発生時の消火活動、防災訓練などを
　行っています。

▷快適で住みよい環境をつくるため、地域内の清
　掃活動やごみ集積所の設置・維持管理などを
　行っています。
▷美しいまちをつくるため、河川愛護活動や花い
　っぱい運動などを行っています。

▷地域内のふれあいやきずなを深めるため、祭り
　や文化祭、スポーツ大会などを行っています。
▷子ども会や老人会などの活動を支援していま
　す。
▷活動の拠点となる集会所の維持管理を行って
　います。

▷広報紙や回覧など市からのお知らせや、地域内
　の連絡事項など、暮らしに必要な情報を届けて
　います。
▷地域の課題をみんなで考え、必要に応じて行政
　などと連携しながら、解決に向けた活動をして
　います。

※活動内容は、各町内会により異なります。

安全を守る活動環境を守る活動

親ぼくを深める活動行政とのパイプ役

　町内会は、同じ地域に住
む人たちが親ぼくを深め、
課題などを解決して、住み
よいまちにしようと活動し
ています。
　近所付き合いが希薄にな
ったといわれた時期があり
ましたが、「地域のことは地
域で行う」を合言葉に活動

白河市町内会連合会
会長　伊

い と う

藤　満
みつる

さん
（昭和町町内会長）

親ぼくを深め住みよいまちに
町町内会内会は、は、同じ同じ地域地域に住に住

親ぼくを深め住みよいまちに

Interview

東日本大震災を契機に、地域のつながりの必要性が改めて見直されています。
今月号では、私たちの生活に身近な存在である「町内会」の主な活動を紹介します。

を続けた結果、今では地域内の交流が盛んになっ
てきています。
　また、東日本大震災では、各町内会で地域内の
被災状況をいち早く把握し市に報告したほか、一
人暮らしをしている高齢者の家を訪問して必要な
ものを届けるなど、互いに助け合う姿が見られま
した。
　このつながりは、日ごろの付き合いの中から生
まれるものと思いますので、町内会への加入と各
種活動への積極的な参加をお願いします。
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▲左から河田市長、大久保市長、
鈴木市長

同時開催の「ふくしまスマイルキャ
ラバン」では、マギー審司さんがお
なじみのマジックショーを披露しま
した。

ひこにゃん

やちにゃん

▲彦根市での交流の様子（右が飯
村兄弟）

　

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
開

催
と
な
っ
た
夢
フ
ェ
ス
タ
。
今
年

は
全
国
か
ら
計
１
５
１
体
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
（
以
下
キ
ャ
ラ
）
が
集

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
規
模
は
、
全

国
の
キ
ャ
ラ
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、

埼
玉
県
羽
生
市
の
「
世
界
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
さ
み
っ
と
in
羽
生
」、
滋

賀
県
彦
根
市
の
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ

博
in
彦
根
」
に
次
ぐ
も
の
で
、
東

北
地
方
で
は
最
大
で
す
。

　

ま
た
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
だ
け
で

な
く
、
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
や
萌
え

キ
ャ
ラ
が
同
時
に
集
う
イ
ベ
ン
ト

は
全
国
で
も
例
が
な
い
た
め
、
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
内
容
に

な
り
ま
し
た
。

　

２
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、

来
場
者
数
は
昨
年
の
10
万
５
千
人

を
上
回
る
、
13
万
２
千
人
と
な
り

ま
し
た
。
設
営
さ
れ
た
し
ら
か

わ
ん
ス
テ
ー
ジ
（
市
民
会
館
前
）、

キ
ビ
タ
ン
ス
テ
ー
ジ
（
小
峰
通

り
）、
小
峰
シ
ロ
ス
テ
ー
ジ
（
白

河
信
用
金
庫
本
店
前
）、
ダ
ル
ラ

イ
ザ
ー
ス
テ
ー
ジ
（
Ｊ
Ｒ
白
河
駅

前
イ
ベ
ン
ト
広
場
）
の
４
つ
の
ス

全国のキャラたちがくれた

「元気」という贈りもの
　９月27日・28日の２日間、全国のご当地キャラクターが集結した「ご当地キャラ
こども夢フェスタ in しらかわ2014」（以下夢フェスタ）が開催されました。
　今月号では、イベントの様子とご当地キャラが生む新たな交流を紹介します。

日
本
３
大
キ
ャ
ラ
イ
ベ
ン
ト

子
ど
も
も
大
人
も
笑
顔
に

◎ご当地キャラこども夢フェスタ in しらかわ2014を開催

①

⑤⑥⑦

②③

⑧

⑨

⑩

⑪

④

　ご当地キャラのイベントを通して、自治体間の新し
い交流が生まれています。その一部を紹介します。

問本庁舎観光課☎㉒1111　内2214

　「ふくしまからはじめよう。キビタン交流促進支援事
業」は、子どもたちとご当地キャラが県外で交流する事
業で、本市と彦根市の交流が県内で初の試みとなります。
本市からは、飯

い い

村
む ら

夢
ゆ め と

斗君と飯
い い む ら

村吾
あ い む

夢君の兄弟が「ふくし
まからはじめよう大使」として、しらかわんとともに彦
根市を訪れ、現地の小学生やひこにゃん・やちにゃんな
どと交流しました。
　また、夢フェスタでは、
飯村君たちが滋賀県での
ＰＲ活動をしらかわんステ
ージで報告、ステージ上
には彦根市で交流した小
学生とやちにゃんも登場
し、夢フェスタを盛り上
げました。

　10月18日・19日に、彦根市で「ご当地キャラ博 in 
彦根2014」が開催され、オープニングセレモニーに、
日本３大キャライベント開催地の首長として鈴木市長
が招かれました。
　また、前日には、３大キャライベントの開催地首長
である大

お お く ぼ

久保貴
たかし

彦根市長、河
か わ だ

田晃
あ き ら

明羽生市長、鈴木市
長が初会合し、ご当地キ
ャラを活用した観光や
今後のさらなる連携につ
いて意見を交換しながら、
交流を深めました。
　なお、「世界キャラクタ
ーさみっと in 羽生 2014」
は、11月22日・23日に
開催されます。

テ
ー
ジ
で
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
や
ヒ

ー
ロ
ー
、
萌
え
キ
ャ
ラ
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
お

目
当
て
の
キ
ャ
ラ
を
一
目
見
よ
う

と
各
ス
テ
ー
ジ
と
も
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
大
パ
レ

ー
ド
」
で
は
、
ず
ら
り
と
並
ん
だ

キ
ャ
ラ
が
小
峰
通
り
を
練
り
歩
き
、

沿
道
か
ら
は
大
き
な
拍
手
や
歓
声

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
キ
ャ
ラ
と
の
触
れ
合
い
や
、

ヒ
ー
ロ
ー
、
萌
え
キ
ャ
ラ
が
見
せ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
子
ど
も

だ
け
で
な
く
大
人
も
元
気
を
も
ら

い
、
ど
の
会
場
も
笑
顔
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

①ご当地キャラ大パレードに先頭で登場し
たしらかわん
②全国からヒーローが集ったダルライザー
ステージ
③３次元デビューを飾った小峰シロ。いと
うまゆお姉さんとダンスを披露
④にぎわう小峰通り
⑤しらかわんステージでのＰＲタイム
⑥キビタンステージでのＰＲタイム
⑦小峰シロステージでの萌えキャラショー
⑧みんなの人気者くまモンのステージ
⑨子どもたちと触れ合うメロン熊
⑩キャラと一緒にハイポーズ
⑪フィナーレの様子（１日目）

ん

ごご当

市内の小学生が彦根市を訪問

３大キャライベント開催地首長が会合

ふくしまからはじめよう。キビタン交流促進支援事業

ご当地キャラ博 in 彦根2014

９月９月2727日・日 2828日の日の２日２日間、間、全国全国のご当地当地キャキャラクラクタータ が集結し結した「た「ご当地キ地キャラャラ

たた
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Information on the city to you ｛今月のお題は・・・｝｛市の話題を細かくじっくり・・・｝Series of topic

お知
らせ

シリ
ーズ 市の話題
の

▶
石
垣
解
体
作
業
の
様
子

▶
解
体
が
進
ん
だ
搦
手
門
跡

解体が進む搦手門跡石垣

　

搦か
ら
め
て
も
ん

手
門
は
小
峰
城
の
北
端
に
位
置
し
て
い
て
、
南
側
の

大
手
門
（
正
門
）
に
対
し
裏
門
に
あ
た
り
ま
す
。
搦
手
門

の
北
に
は
外
堀
を
渡
る
土
橋
が
あ
り
、
現
在
で
も
、
南
側

の
郭
内
と
北
側
の
追
廻
を
結
ん
で
い
て
、
地
域
の
人
の
往

来
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

搦
手
門
跡
の
石
垣
は
、
幅
６
ｍ
に
わ
た
っ
て
崩
落
し
ま

し
た
。
崩
落
し
た
石
材
の
記
録
化
（
石
材
カ
ル
テ
の
作
成
）

や
撤
去
作
業
を
進
め
、
８
月
に
石
垣
の
解
体
作
業
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
作
業
で
は
、
１
段
ご
と
に
写
真
測
量
を
行

い
、
石
垣
の
構
造
を
記
録
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
垣

背
面
の
盛
土
の
発
掘
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た

竹た
け
の
ま
る

之
丸
南
面
東
側
の
石
垣
と
同
じ
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に

も
修
復
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
は
、
年
度
内
の
修
復
を
目
指
し
て
、
石
垣
の

積
替
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
小
峰
城
。

　

東
日
本
大
震
災
で
石
垣
が
崩
落
し
、
現
在
、
修
復

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
小
峰
城
石
垣
再
生
へ
の
歩
み
」
で
は
、
修
復
作

業
の
様
子
や
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問文化財課（歴史民俗資料館）☎㉗2310

ＶＯＬ．18

歴史と伝統を活
い

かしたまちづくり「れきしら広報白河編」！

　　円明寺地内に、「小南湖」と呼ばれる場所があります。こ円明寺地内に、「小南湖」と呼ばれる場所があります。こ
こには、江戸時代に白河藩の歴代藩主を供養するこには、江戸時代に白河藩の歴代藩主を供養する菩菩

ぼ だ い じぼ だ い じ

提寺提寺なな
どが置かれ、初代白河藩主どが置かれ、初代白河藩主丹丹

にに

羽羽
わわ

長長
な が し げな が し げ

重重のの廟廟
びょうしょびょうしょ

所所をはじめ、をはじめ、元元
げ ん ろ くげ ん ろ く

禄禄
からから享享

きょうほうきょうほう

保保期の藩主期の藩主松松
まつだいらまつだいら

平平直直
な お の りな お の り

矩矩・・基基
も と ち かも と ち か

知知父子や、元禄期の藩主松父子や、元禄期の藩主松
平平忠忠

た だ ひ ろた だ ひ ろ

弘弘の子、の子、清清
き よ て るき よ て る

照照の墓があります。の墓があります。
　明治43年（1910）ごろに池の改修や桜、楓の植栽な　明治43年（1910）ごろに池の改修や桜、楓の植栽な
どが行われ、公園として整備されました。大正期になり、どが行われ、公園として整備されました。大正期になり、

周辺に周辺に割割
か っ ぽ うか っ ぽ う

烹烹旅館が立ち並ぶと、旅館が立ち並ぶと、
多くの人でにぎわいをみせま多くの人でにぎわいをみせま
した。した。
　市では、この小南湖を、ま　市では、この小南湖を、ま
ちなか回遊の拠点となるようちなか回遊の拠点となるよう
整備しています。９月末には、整備しています。９月末には、

■白河藩主が眠る「小南湖」

小峰城を大改修・初代藩主丹羽長重

問本庁舎まちづくり推進課☎問本庁舎まちづくり推進課☎㉒㉒1111　内27471111　内2747

ＶＯＬ．２

歴史 探そうを

　情報公開制度は、市民の皆さんに市政に対する理
解と信頼を深め、市政に参加していただくために、
市が保有する行政情報を請求に応じて公開する制度
です。
《情報公開を請求できる方》
①市内に住所がある方
②市内に事務所や事業所がある個人・法人、その他
の団体

③市内の事務所や事業所に勤務する方
④市内の学校に通学する方
⑤市が行う事務や事業に利害関係がある方

　個人情報保護制度は、市が保有する個人に関する
情報を適正に管理するルールを定め、開示および訂
正などを請求する権利を保障する制度です。
《個人情報の開示を請求できる方》
　どなたでも公文書に記載されているご自身に関す
る個人情報の開示を請求することができます。

～情報公開・個人情報保護制度～

区分 請求件数
処理状況（内訳）

公開・
開示

部分公開・
部分開示

非公開・
非開示 不服申立て

公文書
公開 12件 ５件 ７件 ０件 ０件

個人情報
開示 19件 19件 ０件 ０件 ０件

　※部分公開決定および非公開決定とされた方で不服がある場合は、
　　60日以内に不服申立てをすることができます。

※郵送を希望される方は別途郵送料　
　が必要です。 

　公文書の公開または個人情報の開示の請求は、本
庁舎総務課・各庁舎地域振興課で受け付けています。
　また、個人情報の内容が事実でないときや本来の
目的以外の利用がなされた場合は、訂正・利用停止
を請求することができます。　

（例）公文書公開の流れ

《平成25年度》

および非公開決定とされた方で不服

公開の請求 部分公開決定通知

非公開決定通知

公開決定通知
決定のお知らせ

※原則として、請求を受理
した日から15日以内に公
開・部分公開・非公開を
決定し、その結果をお知
らせします。

１ モノクロコピー（Ａ3判以下） 1枚につき10円

２ カラーコピー（Ａ３判以下） １枚につき100円

３ １、２以外の方法による写し
写しの作成に要す
る費用

《書類の写しを交付する場合》

《書類を閲覧する場合》

無  料

　今月号では、市が取り組む情報公開制度と個人情報保護制度の内容および
運用状況をお知らせします。

問本庁舎総務課☎㉒1111　内2312

おお知

■情報公開制度　 ■個人情報保護制度　

■情報公開・個人情報開示運用状況　

■請求から公開までの流れ　

※※

知

老朽化が進んでいた丹羽長重廟の修復工事が完了しまし老朽化が進んでいた丹羽長重廟の修復工事が完了しまし
た。今後は、園路や湖沼など周辺環境の整備を進めていた。今後は、園路や湖沼など周辺環境の整備を進めてい
きます。きます。

　　丹羽長重（1571 ～1637）は、丹羽長重（1571 ～1637）は、織織
お だお だ

田田信信
の ぶ な がの ぶ な が

長長、、豊豊
と よ と みと よ と み

臣臣秀秀
ひ で よ しひ で よ し

吉吉
に仕えた丹羽に仕えた丹羽長長

な が ひ でな が ひ で

秀秀の子として岐阜で生まれました。「関ヶの子として岐阜で生まれました。「関ヶ
原の戦い」の直前、原の戦い」の直前、前前

ま え だま え だ

田田利利
と し な がと し な が

長長（徳川方）と争い、所領（徳川方）と争い、所領
を没収されましたが、その後、徳川幕府が成立すると、を没収されましたが、その後、徳川幕府が成立すると、
常常
ひ た ち の く に ふ つ とひ た ち の く に ふ つ と

陸国古渡陸国古渡１万石を与えられて復活。元和８年（1622１万石を与えられて復活。元和８年（1622））
に棚倉藩５万石、そして寛永４年（1627）白河藩の成に棚倉藩５万石、そして寛永４年（1627）白河藩の成
立とともに10万石余で立とともに10万石余で入入

にゅうほうにゅう ほ う

封封しました。白河に入封した長しました。白河に入封した長
重は、直ちに侍屋敷の拡張を行い、その後小峰城の大改重は、直ちに侍屋敷の拡張を行い、その後小峰城の大改
修に着手。城下町の改修・整備なども行い、現在の市街修に着手。城下町の改修・整備なども行い、現在の市街
地の町割などの基礎をつくりました。地の町割などの基礎をつくりました。
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まち

Topics

まちの話題やイベント
　　を皆さんに

未来の地域交流を願う

バランス・量など食べ方のコツを伝授

文学の必要性を再認識
　10月９日、関の森公園（旗宿）で「河

か わ づ

津桜
ざくら

植樹
式」が行われました。この桜は、被災県の復興を願
うNPO法人伊豆のせんたんコンシェルジェ（増

ま す だ

田
健
け ん た ろ う

太朗代表）から、「東北に河津桜を!!伊豆から桜プ
ロジェクト」の一環として、昨年に続き贈られたも
のです。増田会長は、「苗木が成長して、10年後、20
年後の地域交流に役立ってほしいです」と話し、白
河カトリック幼稚園の園児や関係者とともに、50本
の苗木を丁寧に植樹しました。

　10月19日、市立図書館りぶらん（道場小路）で糖
尿病予防フェアが開催され、約200人が参加しました。
　「タニタの社員食堂健康セミナー」と題したセミ
ナーでは、㈱タニタヘルスリンク管理栄養士の堀

ほりこし

越
理
り え こ

恵子さんが「野菜たっぷりで500kcalでもまんぷ
くになる食べ方のコツ」を分かりやすく話し、参加
者は熱心に耳を傾けていました。
　また、セミナーに先立ち、糖尿病ゼロ作戦標語コ
ンクールの表彰式が行われました。

　10月19日、鹿島ガーデンヴィラ（北中川原）で、中山義秀文学賞第20回記
念式典が開催され、約180人が参加しました。
　記念講演では、直木賞受賞作家の安

あんざい

西篤
あ つ こ

子氏が「中山義秀先生を語る」をテ
ーマに、師と仰いだ義秀先生の様々なエピソードを披露しました。続いて行わ
れたパネルディスカッションでは、「中山義秀文学賞をまちづくりにどう活かす
か」をテーマに、鈴木市長と歴代受賞者の中

なかむら

村彰
あきひこ

彦氏、竹
た け だ

田真
ま さ こ

砂子氏が、文学
の必要性やふるさとの歴史・文化を語り継ぐことの重要性を話し合いました。
　式典に参加した方には、歴代受賞者から寄稿された文学賞受賞にまつわる思
い出などを１冊にまとめた「思い出の中山義秀文学賞」が配られました。

Topic of town ｛写真で紹介する、今「旬」な話題です｝

話　
 題まち

の

河津桜植樹式

糖尿病予防フェア「タニタの社員食堂健康セミナー」

▲講演を行う安西氏

▲パネルディスカッションの様子

初代白河藩主の霊廟を修復

新規申込者357人を対象

　「白河市歴史的風致維持向上計画」に基づき進めてき
た丹

に わ

羽長
ながしげ

重廟
びょう

（円明寺地内）の修復工事が完了し、10
月３日に記念式典が行われました。この建物は、初代白
河藩主丹羽長重の霊廟で、今から約180年前の1836年
に創建されたものです。老朽化が進んでいたため、土
台や柱の改修を行いました。式典に出席した丹羽家18
代目当主の長

ながとし
聰さんは、「市民の憩いの場として役立て

てほしい」と話しました。市では引き続き、小南湖の園
路や湖沼整備等を進めていきます。

　９月29日、「市税等口座振替キャンペーン」の抽選会
が行われ、キャンペーン期間中に市税等の口座振替を
新規で申し込まれた357人の中から、Ａ賞の防犯グッ
ズ５人（笹

ささやま

山美
み き こ

紀子さん、川
かわぼり

堀正
ま さ お

男さん、渡
わたなべ

邊力
ちから

さん、
森
もり

幸
ゆきひろ

弘さん、齋
さ い す

須秀
ひ で き

樹さん）と、Ｂ賞の図書カード
25人を抽選で選びました。
　口座振替による納付は、納め忘れを防ぎ、金融機関
やコンビニエンスストア等に出向く手間がなくなるな
ど、利便性に優れています。ぜひご活用ください。

丹羽長重廟修復工事竣工記念式典

市税等口座振替キャンペーン抽選会

▲修復が完了した丹羽長重廟

▲抽選を行う鈴木市長

▲苗木を植樹する園児と関係者(右が増田会長）

▲標準体重の説明をする堀越さん

中山義秀文学賞第20回記念式典



▶歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎㉗2310）
【利用案内】
◆開館時間　午前９時～午後４時
◆休館日　毎週月曜日（11月３日㈷・24
　　　　　日㈪は開館し、４日㈫・25日
　　　　　㈫は休館）
◆入館料　無料　
【催し案内】
◇平常展示　
　「白河の歴史と文化」

▶白河集古苑（郭内1-73 ／☎㉔5050）
【利用案内】
◆開館時間　午前９時～午後４時

②午後２時から
●入場料　前売　1,000円（当日200円増）
問白河シネマパラダイス運営委員会☎㉒5271
◇「狛犬」試写会＆トークショー　
●日　時　12月６日㈯／午後１時30分から
●入場料　500円
問野出島地域活性化プロジェクト　高

た か く

久☎343185

▶マイタウン白河（本町２／☎㉛7595）
◇川柳能因会作品展
●開催期間　11月８日㈯～15日㈯
◇西白河小中学校造形作品展
●開催期間　11月19日㈬～26日㈬
◇第２回写友景写真展
●開催期間　11月21日㈮～24日㈪
◇白河デジタル写真クラブ作品展
●開催期間　11月27日㈭～30日㈰
◇白河美術協会チャリティー展
●開催期間　12月１日㈪～７日㈰
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◆休館日　11月10日㈪から19日㈬まで
（展示替えのため）、25日㈫

◆入館料　一般320円（250円）／小中高
生100円（80円）
※（　）は20人以上の団体料金
※毎週土曜日は小中高生無料

◎特別企画展会期中は午後５時まで開館（７
日㈮は午後６時まで）。小中高生は入館無料。

【催し案内】
◇特別企画展
　「再興第98回院展　内
　閣総理大臣賞受賞記念
　今井珠泉展」
●会　期　11月９日㈰ま
　　　　　で　

◇阿部家名品館
　「阿部家伝来の遺宝と吉祥の美術」
●会　期　11月20日㈭から

●日　時　11月30日㈰／午前９時から
　※被災されている方は入場無料
問白河市音楽文化協会☎㉔5000

▶文化センター（中田140／☎㉒5220）
◇白河民栄会年次おさらい会
●日　時　11月16日㈰／午前10時から
●入場料　無料
問白河民栄会☎㉒3246
◇第４回唄と踊りの絆

きずな

の祭典
●日　時　11月24日㈪／午前10時から
●入場料　1,000円
問日本現代舞踊内海流内海道敬会☎㉒9293
◇白河シネマパラダイス♯52　
　震災関連映画「物置のピアノ」上映会
●日　時　11月29日㈯／①午前10時から　

②午後２時から　③午後６時から
●入場料　前売　1,000円（当日200円増）
問白河シネマパラダイス運営委員会☎㉒5271

◇ちびっこ人形劇まつり
●日　時　12月７日㈰／午後２時から
●入場料　無料
問ボランティアサークル劇団ボロボロ　
　片

か た の

野☎㉗4178

▶東文化センター（東釜子字狐内47／☎341131）
◇10周年記念ビクター森

も り

妙
た え こ

子歌謡教室
　発表会
●日　時　11月16日㈰／午前11時30分から
●入場料　1,500円
問森妙子歌謡教室☎090-7796-8509
◇Swing Blaze Orchestra  第18回コンサート
●日　時　11月23日㈷／午後２時から　
●入場料　500円（小学生以下無料）
問ＮＰＯ法人カルチャーネットワーク㉒5271
◇白河シネマパラダイス♯52　
　震災関連映画「物置のピアノ」上映会
●日　時　11月30日㈰／①午前10時から　

◇結城家古文書館
　「重要文化財　白河結城家文書と中世の美術」
　ミニテーマ展「江戸時代の結城家ｰ結
城家のその後ｰ」

●会　期　11月20日㈭から

▶市民会館（手代町22-１／☎㉓3718）
◇第８回チャリティー2014輝け唄の祭典
●日　時　11月24日㈪／午前９時から
●入場料　前売　1,500円（当日500円増）
問うぐいす会☎522251
◇第18回しらかわ音楽の祭典　第２部
　春

しゅんぷ う て い

風亭小
こ あ さ

朝と巡る大
お お た に

谷康
や す こ

子世界名曲の旅
●日　時　11月29日㈯／午前11時30分から
●入場料　指定席　2,000円、自由席　1,000円
　　　　　※子どもは半額
問本庁舎文化振興課☎㉒1111　内2384
◇東日本大震災復興チャリティー　第５回
　白河市市民歌謡音楽祭

施設の催し

写真
で！話題

を

雪と氷と（平成25
年　第68回春の院
展出品、作者蔵）

瑞
ずいかそうちょう

花双鳥八
はちりょうきょう

稜 鏡
（県指定文化財）

４地域で敬老会／10月３日

感謝を込めて長寿を祝う

まち
ひと

東京おもてごう会親睦旅行懇親会

琴平神社奉納相撲

９月27日／ホテル＆コテージ白河関の里（表郷金山）

10月５日／琴平神社（東釜子）

ふるさとの秋を満喫！

いざ、真剣勝負！

しし

齋
さいとう

藤忠
ただゆき

行さん（市防犯協会白坂支部顧問）
10月20日／市役所で受賞報告

全国防犯協会連合会会長表彰

東京しらかわ会ふるさと訪
問旅行福島の海岸沿いを視察

９月26日・27日／白河・
いわき市方面祝！全国表彰受賞

白河地域
市民会館（手代町）

表郷地域
表郷体育館（表郷番沢

）

大信地域大信農村環境改善センター（大信町屋）
東地域

東文化センター（東釜子）
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ちょっといいはなし

善意の窓

　10月１日、介護相談員の橋
は し も と

本近
ち か こ

子さん、齋
さ い と う

藤喜
よ し え

恵
さん、中

な か む ら

村和
か ず こ

子さん、大
お お し お

塩麗
れ い こ

子さん、有
あ り が

我典
の り こ

子さん、
が介護相談員永年活動全国表彰の受賞報告に訪れま
した（橋本さんと
齋藤さんは昨年受
賞）。永年の活動
が評価されたもの
です。現在も介護
サービス利用者の
悩みや不安に耳を
傾け、より良いサ
ービスの提供に努
めています。

　10月９日、人権擁護委員を退任（９月30日で任
期満了）した緑

みど り か わ

川弘
ひ ろ こ

子さん（表郷堀之内）に法務大
臣感謝状が伝達さ
れました。緑川さ
んは２期６年にわ
たり人権擁護委員
を務め、人権相談
所、小学校や福祉
施設での人権教室
などで尽力されま
した。

　10月14日、NPO法人しらかわ歴史のまちづくり
フォーラム（人

ひ と み

見光
こ う た ろ う

太郎理事長）から「新聞で綴
つ づ

る
日本一の白河馬市」
が寄贈されました。
　この本は、郷土
史家の金

か ね こ

子誠
せ い

三
ぞ う

さ
んが編著したもの
で、昭和30年代
まで栄えた馬市を
後世に語り継ぐた
め、書籍化したも
のです。
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various information various information ｛話題の情報あれこれ｝

白河馬市を後世に語り継ぐ

ラウン
ジ

shira
kawa

安心して暮らせるまちに

■話題　■話題　RReporteport

　10月14日、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせ
るまちづくりを目指し、21の企業および団体と「高齢
者等への見守り活動に関する協定」を締結しました。
　今後、協定締結企業・団体が訪問先等で異変を察知
した場合には市へ連絡し、連絡を受けた市が関係機関
と連携して対象者の安否確認や必要な対応を行います。

輝きの記録

（９月13日・14日／むつ運動公園
（青森県むつ市）

（９月13日～10月５日）

信夫第一スポーツ少年団の皆さん

白河市チームの皆さん

高齢者等への見守り活動に関する協定を締結

10月１日 介護相談員の橋
は し も と

橋橋本
も と

近
ち か こ

近近子さ
介護相談員永年活動　全国表彰

10月９日 人権擁護委員を退任（９月3

人権擁護委員法務大臣感謝状を伝達

問本庁舎高齢福祉課　内2722

※市水道部でも委託業者（㈱ジェネッツ）の協力を得て見守り活
　動を行います。

◆ポスターの部　最優秀賞　　　
　鈴

す ず き

木海
か い と

翔君（表郷小５年）
◆標語の部　最優秀賞　
　大

おおたけ

竹智
と も や

也君（釜子小３年）

◆最優秀賞　
　緑

みどりかわ

川優
ゆ う た

太君（小野田小６年）

じ
こ
ゼ
ロ
で

　

家
族
み
ん
な
の

　
　
　

わ
ら
い
顔

運
動
し

　

野
菜
を
食
べ
て

　
　
　

健
康
家
族

協定締結企業・団体
日本郵便㈱白河郵便局 ㈲渡辺新聞店
日本郵便㈱表郷郵便局 ヤマト運輸㈱福島主管支店
日本郵便㈱大信郵便局 佐川急便㈱南東北支店
日本郵便㈱釜ノ子郵便局 福島県南生活協同組合

㈲鈴木新聞店 郡山ヤクルト販売㈱
㈲庄司新聞店 東北電力㈱白河営業所
㈲白河東新聞販売センター 福島県ＬＰガス協会白河支部
㈲柳沼新聞店 東北ガス㈱
中村新聞店 福島県理容生活衛生同業組合白河支部
藤田新聞店 福島県美容業生活衛生同業組合白河支部
㈱東京エッチ・ピー・エル新白河サービスセンター

▲前列左から中村さん、大塩さん、有我さん。
後列左から橋本さん、鈴木市長、齋藤さん。

　▲左から人見理事長、鈴木市長、長谷川副理
　　 事長

（左から菊地コーチ、佐藤監督、鈴木市
　長、鈴木代表、遠藤マネージャー）

第８回市町村対抗福島県軟式
野球大会３位

第13回内田清杯東北小学生男
子ソフトボール大会優勝

白河市交通安全ポスター・標語コンクール

平成26年度糖尿病ゼロ作戦標語コンクール

▲右から２番目が緑川さん。
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図
書
館
に
行
こ
う！

　りぶらん　　りぶらん　　　▶開館時間▶開館時間　平日10：00～20：00　　平日10：00～20：00　
　　　　　　　　土・日・祝日９：30～18：00　　　　　　　　土・日・祝日９：30～18：00
　　　　　　　　　　　　　　▶休 館 日▶休 館 日　月曜日　月曜日、第１水曜日、第１水曜日
                                              （（ただし、祝日の場合は開館し、翌日は休館ただし、祝日の場合は開館し、翌日は休館））

◎◎市立図書館市立図書館

　　　　

19 18

｛教育の情報あれこれ｝ ｛図書館の情報あれこれ｝education information Library information

りぶらんだよりりぶらんだより LibranLibran

◎◎東 図 書 館東 図 書 館　　▶開館時間▶開館時間　10：00～18：00　10：00～18：00
　　　　　　　　　　　　　　▶休 館 日▶休 館 日　祝日、火曜日、月末日　祝日、火曜日、月末日☎3411301130

｛教育の情報あれこれ｝ ｛図書館の情報あれこれ｝education information Library information

ひろ
ば教育
の

映画上映案内

　11月16日の“いい色”の日にちなんで色の本を集めました。また、立冬を迎え、
暦の上では冬になります。冬に備えて暖かい色の本もそろえてみました。

　子どもも大人も大好き。電車に車に飛行機など、あなたの一番好きな乗りものは。
見ているだけでわくわくする乗りものの本を展示します。

MMovie 　市立図書館りぶらん地域交流会議室
で上映される映画です。入場無料です。

☎㉓32503250

おはなし会
■日時　11月22日㈯、12月13日㈯
　　　　午前11時～11時30分
■会場　おはなしの小屋
■対象　３歳～小学生程度

ちびっこおはなしのくに
■日時　11月20日㈭、12月４日㈭
　　　　午前11時～11時30分
■会場　おはなしの小屋
■対象　０歳～３歳程度

◎表郷表郷図書館図書館　　▶開館時間▶開館時間　10：00～18：00　10：00～18：00
　　　　　　　　　　　　　　▶休 館 日▶休 館 日　祝日、火曜日、第１水曜日　祝日、火曜日、第１水曜日

《おはなし、よんで！（０歳～小学校低学年対象）》
　■日時　毎週土曜日／随時

《図書館であそぼう！（０歳～６歳対象）》
　■日にち　毎日　
　※視聴覚室使用日を除く

☎3247844784

「いろいろ」

「乗りもの大集合！」

   毎月、季節に合わせた本を展示しています。

こどもたちが本を愛するように。

■日時　11月19日㈬
　　　　午後６時30分～８時

■日時　12月６日㈯
　　　　午後１時30分～３時20分

■日時　11月15日㈯
　　　　午後１時30分～３時10分

「氷雨」

「グレムリン」

「映画クレヨンしんちゃん
　嵐を呼ぶアッパレ！戦国
　大合戦」

大人向け

大人の本

こども向け

こどもの本

本が好き
になる!!

旬な話題
に触れる!!

映画で感性
を磨く!! Information図書館からお知らせ 図書館の

情報を!!

催し案内EEvent

本の展示EExhibition
■対

n

onnn
　

f

EventEvent

◎◎大信大信図書館図書館　　▶開館時間▶開館時間　10：00～18：00　10：00～18：00
　　　　　　　　　　　　　　▶休 館 日▶休 館 日　月曜日、祝日の翌日　月曜日、祝日の翌日☎4636143614

Event
《絵で見るお話の会》
　※11月はお休みです。
　■日時　12月14日㈰／午前11時～正午　

　聖学院大学学長の姜尚中さんを招き、読
書の力とその魅力についてお話しいただき
ます。姜さんは、「悩む力」、「母」などの著
書のほか、テレビ・新聞・雑誌などで幅広
く活躍されています。
●日　時　12月13日㈯／午後１時30分から
●会　場　地域交流会議室
●定　員　200人
●入場料　無料　※整理券が必要です。
※整理券は、各図書館（市立・表郷・大信・
　東）のサービスデスクで、11月26日㈬か
　ら開館時間中（休館日を除く）に配布しま
　す。先着順で、１人につき１枚の配布とな
　ります。

一般向け講演会
姜
かん

尚
さんじゅん

中さん講演会「読書の力」　各幼稚園や学校で行っている特色ある活動を
紹介します。今回は、表郷中学校です。

今月号は今月号は

  き
ょういくきょ
ういく

情 報ホットホット
熱!!

■教育関係のホットな情報を皆さんへ

を紹介！を紹介！
「候補選手」「候補選手」
ふくしま駅伝の

第26回ふくしま駅伝選手紹介

し しっかりと大きな声であいさつを
ら ランドセルの笑顔見守る地域の目
か 簡単なことから始めようボランティア
わ わがまちを誇りに思えるまちづくり

すすめよ
う
！

「しらかわ
」
運

すすめよ
う
！

「しらかわ
」
運

動動

　11月16日㈰、今年で26回目を迎える「ふくしま駅伝」が
開催されます。県内の市町村対抗で行われ、本市から福島市
までの16区間95.1ｋｍのコースを襷

たすき

でつなぎます。
　本市の代表として、日々練習に励んでいる候補選手とスタ
ッフの皆さんを紹介します。白河市チームへの熱い声援をお
願いします。
■顧問　邊

へ ん み

見正
まさの り

則（白河市役所）
■監督　齋

さいと う

藤誠
まこと

（㈲近江屋塗料店）
■コーチ　角

つ の だ

田英
ひで あ き

明（白河南中教諭）　鈴
す ず き

木宏
ひろ ゆ き

幸（東北農政
局）　今

い ま い

井寛
ひ ろ み

美（ホテル大村）　坂
さ か ば

場純
じゅんいち

一（住友ゴム工業
㈱）　武

た け だ

田薫
かおる

（住友ゴム工業㈱）　小
こ ま つ

松順
じゅんえい

衛（白河旭高教
諭）  角

つ の だ

田修
おさむ

（中央中教諭）　小
こ い で

出義
よし の り

則（白二中教諭）　
穂
ほ づ み

積宏
ひろ ゆ き

幸（鮫川運送㈱）　阿
あ べ

部進
すすむ

（住友ゴム工業㈱）　
近
こんど う

藤茜
あかね

（信越半導体㈱）
■候補選手
□一般男子　斎

さい と う

藤和
か ず き

樹（信越半導体㈱）　滝
たき ぐ ち

口康
こう へ い

平（NPO
法人白河市体育協会）　木

き だ

田貴
たかひ ろ

大（㈱コモディイイダ）
□大学生男子　荒

あ ら き

木和
か つ や

也（富士大学４年）　星
ほし

寛
ひ ろ と

人（岩手大
学２年）　根

ね し

司将
しょうへい

平（城西大学２年）　津
つ と う

藤圭
けい す け

佑（日本大
学２年）　本

ほん

郷
ごう

拓
た く み

海（仙台大学１年）
□大学生女子　荒

あ ら い

井芽
め い

衣（茨城大学２年）　
□高校生男子　阿

あ べ

部涼
りょう

（学法石川高２年）　小
こ ま つ

松力
り き ほ

歩（学法
石川高２年）　本

ほ ん ま

間涼
りょ う と

斗（白河旭高２年）　三
み し ま

島直
な お と

人（白
河旭高１年）　
□高校生女子　小

こ び や ま

檜山諒
りょう

（田村高１年）　内
う ち の

野紫
し ほ

帆（白河高
１年）　内

う ち の

野眞
ま ほ

帆（白河高１年）
□中学生男子　邉

へ ん み

見侑
ゆ う き

希（中央中３年）　宮
み や お

尾慶
けい し ん

信（白二中
３年）　中

なかむ ら

村駿
は や た

太（白河南中３年）　黒
くろさ わ

澤優
ゆう

（白河南中２
年）　森

もりも と

本颯
そ う た

太（白河南中２年）　　
□中学生女子　水

みずぬ ま

沼梨
り か こ

香子（中央中２年）　大
おおひ ら

平すず（白二
中２年）　大

おおよ し

吉涼
す ず か

加（白河南中２年）　鈴
す ず き

木万
ま

璃
り な

菜（白河
南中２年）　

　３年生の「おはようございます」のさわやか
なあいさつで表郷中学校の朝が始まります。校
舎内外のゴミ拾いや掃き掃除、側溝清掃やプラ
ンターの水やりなどに積極的に取り組んでいて、
この活動は、10年以上にわたり続いている良
き伝統です。ほぼすべての３年生が参加を希望
し、活動しています。登校してくる１・２年生
は３年生のその姿を見て、元気なあいさつを交
わし、気持ち良く１日がスタートします。
　築26年が経つ校舎は、周囲にゴミがなく、
来校者から「新
しい校舎のよう
ですね」と褒め
られることがあ
り、生徒の活動
の励みになって
います。

　この３年生のボランティア精神は、全校生へ
も広がりをみせています。今年の新人戦でサッ
カーの会場として使われた校庭の除草作業は、
全校生が１時間以上かけて行いました。
　これからも３年生による「率先垂範」の良き
伝統を守りなが
ら、冬には表郷
地域が誇るビャ
ッコイ池の清掃
など、校外での
ボランティア活
動も行っていき
ます。

３年生による率
そっせんすいはん

先垂範「朝のボランティア活動」

10年以上続く良き伝統

広がりつつあるボランティア活動

特色ある活動を紹介特色ある活動を紹介
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臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
は
、
10
月
31
日
で
終
了

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
担
当
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

臨
時
福
祉
給
付
金　

本
庁
舎
社

会
福
祉
課　

内
２
７
１
３

●

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

本
庁
舎
こ
ど
も
課　

内
２
７
３
６

●

日
時　

平
成
27
年
１
月
11
日
㈰

／
午
後
１
時
30
分
か
ら

●

会
場　

▽
白
河
地
域　

市
民
会

館　

▽
表
郷
地
域　

表
郷
庁
舎

▽
大
信
地
域　

大
信
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー　

▽
東
地
域　

東
文

化
セ
ン
タ
ー

●

該
当
者　

平
成
６
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
11
月
１
日
現
在

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
（
該
当

者
に
は
、案
内
状
を
送
付
し
ま
す
）。

※
市
外
に
お
住
ま
い
で
、
白
河
市

の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

後
日
、
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

●

会
場　

本
庁
舎
都
市
計
画
課
、

県
南
建
設
事
務
所
企
画
調
査
課

（
白
河
合
同
庁
舎
）
、
県
庁
都

市
計
画
課
（
県
庁
西
庁
舎
４
階
）

●

公
述
の
申
し
出　

計
画
案
に
ご

意
見
の
あ
る
方
は
、
公
述
人
（
公

聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る

人
）
と
し
て
11
月
25
日
㈫
ま
で
に
、

必
要
事
項
（
①
住
所
・
氏
名
、
②

意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
理
由
、

③
意
見
の
要
旨
）
を
記
載
し
た
書

面
で
申
し
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●

公
述
人
の
資
格　

県
南
都
市
計

画
区
域
内
の
住
民
に
限
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
都
市
計
画
課　

内
２
２

８
３

　

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ

る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

●

日
時　

11
月
26
日
㈬
／
午
後
０

時
30
分
〜
４
時

●

会
場　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
（
郡
山
市
南
）

●

対
象　

３
月
に
大
学
等
を
卒
業

予
定
の
方
、
平
成
24
年
３
月
以
降

に
卒
業
し
て
現
在
就
職
活
動
を
し

て
い
る
方　

※
申
込
不
要

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課
☎
０

２
４

５
２
９

５
３
９
６

●

申
込
期
限　

11
月
20
日
㈭
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
地
域
支
援
課　
内
２
２
５
７

●
日
時　

11
月
30
日
㈰
／
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分 

●

会
場　

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

▽
講
演
「
安
心
で
き
る

地
域
医
療
を
め
ざ
し
て
」　

▽
講

師　

杏
林
大
学
教
授　

𠮷よ
し
の野
秀ひ

で
あ
き朗

氏

●

定
員　

１
５
０
人　

※
先
着
順

（
要
申
込
）

問
健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
）
☎
㉗
２
１
１
２

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難

視
対
策
の
各
種
支
援
制
度
は
、
平

成
27
年
３
月
末
に
終
了
し
ま
す
。

期
限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工
事
を

完
了
す
る
に
は
12
月
中
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
積
雪
の
影
響
で

工
事
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
☎
０
５
７
０
０
７
０
１
０
１

●

日
時　

11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈷

／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時　

※
22
日
㈯
・
23
日
㈷
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

●

内
容　

女
性
が
抱
え
る
人
権
問

題
の
電
話
相
談
（
秘
密
厳
守
）

●

電
話
番
号　

０
５
７
０

０
７

０

８
１
０
（
相
談
は
無
料
）

※
強
化
週
間
以
外
の
日
（
平
日
の

み
）
も
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４

５
３
４

１
９
９
４

●

日
時　

12
月
５
日
㈮
／
午
後

６
時
30
分
か
ら

●

会
場　

本
庁
舎
正
庁
（
５
階
）

《
公
聴
会
に
係
る
都
市
計
画
案
の

縦
覧
》　

●

日
時　

11
月
11
日
㈫
〜
25
日
㈫

／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
平
日
の
み
）

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

●
日
時　

11
月
26
日
㈬
／
午
後
７

時
〜
９
時

●
定
員　

30
人　

※
先
着
順

●
参
加
料　

２
、
４
０
０
円

●
申
込
期
限　

11
月
21
日
㈮
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

　

す
べ
て
の
講
座
を
受
講
後
、
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で

き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●

日
時　

12
月
１
日
・
８
日
・
15

日　

月
曜
日
／
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分

●

会
場　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

●

講
師　

会
津
大
学
短
期
大
学
部

講
師　

木き
む
ら村
淳じ

ゅ
ん
や也
氏

●

定
員　

15
人　

※
先
着
順

●

受
講
料　

無
料

●
申
込
期
限　

11
月
18
日
㈫
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
３
／
各
庁
舎
教
育
振
興

課　

表
郷
☎
32
４
７
８
２　

大
信

☎
46
３
９
７
５　

東
☎
34
３
１
４

６
　

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
の
推
進
期
間
で
す
。
ど
の

よ
う
な
暴
力
で
も
我
慢
せ
ず
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
内
閣
府
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
（
お
近

く
の
相
談
窓
口
を
案
内
し
ま
す
）

☎
０
５
７
０

０

５
５
２
１
０

　

白
河
税
務
署
で
は
、
被
災
時
の

納
税
地
が
対
象
市
町
村
に
あ
っ
た

方
の
雑
損
控
除
や
賠
償
金
の
申
告

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
期
限　

11
月
28
日
㈮
ま
で
（
平

日
の
み
）
※
要
予
約 

●

会
場　

白
河
税
務
署
（
中
田
）

●

対
象　

田
村
市
、
南
相
馬
市
、

川
俣
町
、
広
野
町
、
楢
葉
町
、
富

岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉

町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
、
飯
舘
村

●

予
約
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜

●

日
時　

11
月
29
日
、
12
月
６
日

・
13
日　

土
曜
日
／
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

●
会
場　

白
河
商
工
会
議
所
（
道

場
小
路
）

●
内
容　

創
業
に
必
要
な
基
礎
知

識
や
計
画
作
成
に
関
す
る
講
座

●

対
象　

創
業
に
興
味
が
あ
る
、

準
備
中
、
考
え
て
い
る
方
な
ど
で
、

全
3
回
の
受
講
が
可
能
な
方

●

受
講
料　

３
、
０
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

午
後
５
時

問
白
河
税
務
署
☎
㉒
７
１
１
１

　

11
月
15
日
か
ら
平
成
27
年
２
月

15
日
ま
で
（
猪

い
の
し
しは
３
月
15
日
ま
で
）

狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。
期
間

中
、
狩
猟
者
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

野
山
へ
出
掛
け
る
方
は
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
狩
猟

が
で
き
る
の
は
、
狩
猟
免
許
と
登

録
証
を
所
持
す
る
方
に
限
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
方
が
狩
猟
す
る
と
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

問
本
庁
舎
農
林
整
備
課　

内
２
２

２
７

●
日
時　

11
月
30
日
㈰
／
午
前
10

時
〜
11
時
30
分 

●

会
場　

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

（
久
田
野
）

●

内
容　

▽
講
演
「
私
ら
し
く
、

生
き
る
」
〜
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
か
ら
、

私
が
得
た
も
の
〜　

▽
講
師　

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ル
ワ
ン
ダ
の
教
育
を
考

え
る
会
理
事
長　

カ
ン
ベ
ン
ガ
・

マ
リ
ー
ル
イ
ズ
氏

●

定
員　

５
０
人
程
度

●

入
場
料　

無
料
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募
集

案
内

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館創

業
応
援
塾
受
講
者

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
問
い
合
わ
せ
先

成
人
式

県
南
都
市
計
画
道
路
「
乙
姫
桜
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
２
号
線
」
変
更
に
係
る
公
聴
会

女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動

狩
猟
解
禁

避
難
者
の
申
告
相
談

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

第
３
回
ち
ょ
い
飲
み

ツ
ア
ー
参
加
者

地
域
医
療
講
演
会

男
女
共
同
参
画
講
演
会

地
デ
ジ
難
視
対
策
支
援
の
終
了

合
同
就
職
面
接
会



34

寺で
ら

☎
０
９
０

４
８
８
２

４
２

４
４

●

日
時　

11
月
27
日
㈭
／
午
後
６

時
30
分
〜
８
時

●

会
場　

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

▽
講
演
「
正
念
場
の
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
地
方
創
生
ど
う
実

現
す
る
か
」　

▽
講
師　

産
経
新

聞
社
編
集
委
員
兼
論
説
委
員　

田た

村む
ら

秀ひ
で
お男
氏

●

入
場
料　

５
０
０
円
（
一
般
）

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４

２
７

●

日
時　

11
月
30
日
㈰
／
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

●

会
場　

高
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
（
新
白
河
）

●

内
容　

布
紙
芝
居
、
お
は
や
し

劇
場
、
落
ち
葉
の
プ
ー
ル
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

●

参
加
料　

１
０
０
円
（
１
家
族
）

※
上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
た
ん
ぽ
ぽ
サ
ロ
ン
被
災
者
向
け

支
援
実
行
委
員
会　

永な
が
の野
☎
０
９

０

７
０
７
３

７
５
２
１

　
《
小こ

ば
や
し林
典の

り
お夫
＆
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ
》

●
日
時　

11
月
16
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
５
時

●
会
場　

え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

●
入
場
料　

無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　

遠え
ん
ど
う藤
☎
０
９
０

１
４

９
６

７
６
１
０

●

日
時　

11
月
16
日
㈰
／
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分

●

会
場　

市
中
央
公
民
館
（
天
神

町
）

●

内
容　

謡
曲
な
ど
の
発
表

●

入
場
料　

無
料

問
白
河
謡
曲
会
☎
㉓
４
３
０
３

●

日
時　

11
月
16
日
㈰
／
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●

会
場　

五
箇
市
民
セ
ン
タ
ー
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（
田
島
）

●

内
容　

大お
お
や谷
五ご

か

そ

ん

花
村
川
柳
句
会

表
彰
式
、
農
産
物
即
売
会
、
新
米

手
す
く
い
取
り
大
会
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
白び

ゃ
く
れ
ん蓮
展
な
ど

問
住
み
よ
い
五
箇
を
つ
く
る
会

齋さ
い
と
う藤
☎
㉙
２
７
１
９

　

旗
宿
産
そ
ば
粉
を
使
用
し
た
手

打
ち
新
そ
ば
の
ほ
か
、
農
産
物
の

販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

●

日
時　

11
月
22
日
㈯
・
23
日
㈷

／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

●

会
場　

関
の
森
公
園
（
旗
宿
）

問
旗
宿
そ
ば
生
産
組
合　

小こ
ま
つ松
☎

０
９
０

３
１
２
６

８
０
２
４

　

大
正
琴
な
ど
の
演
奏
を
聞
き
な

が
ら
、
野
出
島
産
そ
ば
粉
を
使
用

し
た
手
打
ち
新
そ
ば
が
味
わ
え
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

●

日
時　

11
月
23
日
㈷
／
▽
午
前

の
部　

午
前
11
時
か
ら　

▽
午
後

の
部　

午
後
０
時
30
分
か
ら　

※

午
前
・
午
後
の
部
と
も
80
食
限
定

●

会
場　

東
多
目
的
研
修
セ
ン
タ

ー
（
東
下
野
出
島
）

ま
ち
か
ど
伝
言
板

●

参
加
料　

前
売　

１
、５
０
０

円
（
新
そ
ば
、
天
ぷ
ら
、
郷
土
料

理
）　

※
当
日
は
３
０
０
円
増

問
野
出
島
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
☎
34
３
３
１
７

●

日
時　

11
月
23
日
㈷
／
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

●

会
場　

黒
羽
刑
務
所
（
栃
木
県

大
田
原
市
）

●

内
容　

裁
判
員
制
度
の
紹
介
、

刑
務
所
内
の
見
学
、
刑
務
所
作
業

製
品
の
展
示
・
販
売
、
給
食
の
有

料
試
食
会
な
ど

問
黒
羽
刑
務
所
☎
０
２
８
７
54
１

１
９
８

●
日
時　

11
月
23
日
㈷
／
午
前
９

時
か
ら
（
８
時
30
分
受
付
開
始
）

●

集
合
場
所　

す
ぱ
ー
く
表
郷

（
表
郷
番
沢
）

●

内
容　

天
狗
山
の
登
山
、
記
念

品
お
よ
び
豚
汁
の
提
供
、
ゴ
ー
ル

後
お
楽
し
み
抽
選
会
等　

※
当
日

受
付
で
抽
選
券
１
枚
、
事
前
申
し

込
み
で
抽
選
券
２
枚
進
呈
し
ま
す
。

●

参
加
料　

５
０
０
円

問
お
も
て
ご
う
里
山
ク
ラ
ブ　

山や
ま

経
済
講
演
会

第
110
回
白
河
謡
曲
会
素
謡
会

た
ん
ぽ
ぽ
秋
ま
つ
り

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
満
州
鉄
道
の
栄
光
』

市
長
の

手
控
え
帖

　

初
代
総
裁
は
後
藤
新
平
。
満
州
経
営
の
理
念

を
「
文ぶ

ん
そ
う
て
き

装
的
武ぶ

び備
」
と
し
た
。
社
会
の
発
展
こ

そ
安
定
の
支
え
で
あ
り
、
軍
備
よ
り
経
済
、
文
化
、

教
育
を
充
実
さ
せ
る
政
策
を
と
っ
た
。
鉄
道
沿

線
地
で
、
撫ぶ

じ
ゅ
ん順
の
石
炭
開
発
、
鞍あ

ん
ざ
ん山
の
製
鉄
、
港

湾
・
電
力
な
ど
驚
く
ほ
ど
多
様
な
事
業
を
行
っ

た
。
付
属
地
の
行
政
権
も
持
ち
、
大
連
・
奉ほ

う
て
ん天
・

長
春
な
ど
の
都
市
で
近
代
的
都
市
計
画
を
進
め

た
。
複
数
の
大
き
い
広
場
を
真
っ
直
ぐ
な
広
い

道
路
で
結
ぶ
。
整
然
と
区
画
さ
れ
た
市
街
地
に
、

上
下
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
が
整
備
さ
れ
る
。
駅

や
病
院
、
学
校
や
役
所
は
煉れ

ん

が瓦
造
り
の
堂
々
た
る

洋
風
建
物
。
高
い
水
準
の
生
活
、
医
療
、
教
育
を

追
い
求
め
た
。

　

ホ
テ
ル
も
際
立
つ
。
主
要
駅
に
格
式
高
い
ヤ

マ
ト
ホ
テ
ル
を
つ
く
っ
た
。
大
連
で
は
今
も
迎

賓
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
満
鉄
は
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
な
が
る
。
多

く
の
人
・
物
・
情
報
が
い
き
か
う
国
際
路
線
と

な
り
、
沿
線
の
都
市
が
発
展
す
る
に
は
こ
れ
に
見

合
っ
た
ホ
テ
ル
が
欠
か
せ
な
い
。
後
藤
は
、
ホ
テ

ル
の
設
備
、
サ
ー
ビ
ス
が
国
の
成
熟
度
を
表
わ
す

尺
度
に
な
る
と
考
え
た
。
漱
石
も
宿
泊
し
、
内
装

の
豪
華
さ
に
感
嘆
し
つ
つ
も
「
浴
衣
で
ぶ
ら
ぶ
ら

で
き
な
い
の
か
」
と
言
っ
た
と
か
。

　

満
鉄
に
調
査
部
あ
り
。
欧
州
の
視
線
、
ロ
シ
ア

革
命
、
中
国
民
族
主
義
。
国
際
情
勢
を
分
析
し
円

滑
に
統
治
す
る
に
は
、
政
治
経
済
、
資
源
、
地
理
、

民
族
の
緻
密
な
デ
ー
タ
が
必
要
。
調
査
な
く
し

て
政
策
な
し
。
俊し

ゅ
ん
え
い英
が
集
い
日
本
最
高
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
が
で
き
た
。
特
に
調
査
部
と
満
州
国

の
合
作
が
、
政
府
が
経
済
活
動
に
大
き
く
関
わ
る

日
本
型
経
済
シ
ス
テ
ム
。
満
州
と
戦
時
の
日
本

で
実
施
さ
れ
、
戦
後
の
経
済
政
策
と
し
て
継
承
さ

れ
た
。
そ
の
中
心
に
後
の
首
相
岸
信
介
が
い
た
。

　

懐
か
し
い
名
の
麗
人
が
世
を
去
っ
た
。
中
国

名
、
李り

香こ
う
ら
ん蘭
。
後
の
参
議
院
議
員
、
山や

ま
ぐ
ち口
淑よ

し

こ子
。

類
ま
れ
な
美
貌
と
美
声
で
、
戦
前
の
満
州
（
中
国

東
北
部
）
の
大
ス
タ
ー
と
な
り
、
日
本
で
も
憧
れ

の
的
と
な
っ
た
。「
夜い

ぇ
ら
い
し
ゃ
ん

来
香
」
は
今
で
も
中
国
で

人
気
の
曲
。
れ
っ
き
と
し
た
日
本
人
だ
が
、
中
国

人
女
優
・
歌
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
満
州

に
生
ま
れ
、
父
が
南
満
州
鉄
道
の
社
員
に
中
国
語

や
中
国
情
勢
を
教
え
る
家
庭
に
育
ち
、
完
璧
な
中

国
語
を
話
し
た
。
敗
戦
後
、
中
国
人
で
あ
り
な
が

ら
日
本
に
協
力
し
た
と
し
て
軍
事
法
廷
に
起
訴

さ
れ
た
が
、
日
本
人
と
立
証
さ
れ
無
罪
と
な
っ
た
。

山
口
は
祖
国
日
本
と
母
国
中
国
の
は
ざ
ま
で
苦

し
ん
だ
。
こ
れ
が
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
友
好
に

身
を
さ
さ
げ
る
背
景
と
な
っ
た
。

　

さ
て
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
は
「
満
鉄
」
と
呼

ば
れ
る
。
日
本
は
満
州
か
ら
朝
鮮
を
う
か
が
う

ロ
シ
ア
と
激
突
し
、
辛
う
じ
て
勝
つ
。
賠
償
と
し

て
、
ロ
シ
ア
が
有
し
て
い
た
東
清
鉄
道
の
う
ち
南

半
分
に
あ
た
る
長ち

ょ
う
し
ゅ
ん春
〜
大だ

い
れ
ん連
間
と
そ
の
付
属
地

が
譲
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
を
管
理
運
営
す
る
た
め
、

１
９
０
６
年
半
官
半
民
の
特
殊
会
社
と
し
て
設

立
さ
れ
た
の
が
満
鉄
。
そ
の
後
、
清
や
張ち

ょ
う

作さ
く
り
ん霖
等

の
軍
閥
が
敷ふ

せ

つ設
し
た
鉄
道
を
吸
収
し
、
満
州
全
土

の
路
線
を
管
理
下
に
置
い
た
。

　

し
か
し
敗
れ
た
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
ロ
シ

ア
は
強
大
。
防
波
堤
と
し
て
の
満
州
の
存
在
は

極
め
て
大
き
い
。
満
鉄
は
鉄
道
会
社
を
装
い
な

が
ら
、
満
州
経
営
の
全
般
を
担
っ
た
。

満
州
は
地
下
水
脈
で
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

昭
和
９
年
、「
あ
じ
あ
号
」
と
い
う
特
急
列
車

が
登
場
し
た
。
国
内
平
均
69
㎞
に
対
し
83
㎞
、
最

高
速
度
１
３
０
㎞
。
蒸
気
と
し
て
は
驚
異
的
ス

ピ
ー
ド
だ
っ
た
。
先
頭
の
巨
大
な
機
関
車
は
青

色
の
流
線
形
。
全
車
冷
暖
房
、
自
動
ド
ア
、
豪
華

客
室
、
旅
心
を
満
た
す
食
堂
車
。
映
画
監
督
山
田

洋
次
の
父
は
蒸
気
機
関
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
少
年

は
そ
び
え
立
つ
運
転
室
に
よ
じ
登
り
、
レ
バ
ー
や

ハ
ン
ド
ル
に
触
れ
た
。
俳
優
宝
田
明
の
父
も
満

鉄
の
人
。
黒
煙
を
吹
き
ば
く
進
す
る
姿
が
目
に

浮
か
び
、
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
鐘
鳴
ら
し
ホ
ー
ム
に
入

る
音
が
耳
に
残
る
と
い
う
。
大
地
を
疾
走
す
る

弾
丸
列
車
は
満
州
の
誇
り
だ
っ
た
。

　

東
海
道
新
幹
線
が
走
り
50
年
。
あ
じ
あ
号
は

新
幹
線
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
満
州
事
変
後
、
大

陸
と
の
人
員
・
物
資
の
往
来
は
増
大
。
新
し
く

レ
ー
ル
幅
の
広
い
鉄
道
を
敷
き
、
東
京
〜
下
関
を

９
時
間
で
走
る
高
速
列
車
の
構
想
が
出
る
。
モ

デ
ル
は
あ
じ
あ
号
。
着
工
さ
れ
た
も
の
の
戦
争

激
化
で
中
止
。
戦
後
、
新
幹
線
と
し
て
建
設
を
進

め
た
の
が
、
満
鉄
理
事
も
勤
め
た
十そ

ご

う河
信し

ん

じ二
。
70

歳
を
過
ぎ
、
病
も
抱
え
て
い
た
が
、「
鉄
路
を
枕
に

討
ち
死
に
す
る
」
と
の
覚
悟
で
、
混
乱
期
の
国
鉄

総
裁
を
受
け
る
。

　

技
師
長
は
島
秀
雄
。
父
安
次
郎
も
広こ

う

き軌
化
と

国
内
弾
丸
列
車
に
心
血
を
注
い
だ
技
術
者
。
十

河
は
島
に
「
親
爺
さ
ん
の
弔
い
合
戦
を
や
ら
ん
か
」

と
、
引
退
し
て
い
た
島
を
呼
び
戻
し
た
。
叶
わ
な

か
っ
た
父
の
夢
を
息
子
が
引
き
継
い
だ
。
十
河

は
建
設
の
合
意
と
資
金
の
確
保
、
島
は
車
両
や

運
転
シ
ス
テ
ム
の
技
術
克
服
に
全
力
を
あ
げ
た
。

新
幹
線
の
親
が
十
河
と
島
な
ら
ば
、
そ
の
親
は
満

鉄
と
あ
じ
あ
号
と
い
え
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

黒
羽
矯
正
展

五
箇
ま
つ
り

新
そ
ば
ま
つ
り

新
そ
ば
交
流
会

天
狗
山
登
山
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私のお勧め‼
　白河提灯まつり

私のお勧め
‼

　夕暮れの
南湖公園

☆情報満載！市のホームページをご覧ください。　http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/ 24

●

編
集
・
発
行　

白
河
市
市
長
公
室
秘
書
広
報
課　

〠
961
‐
8602　

福
島
県
白
河
市
八
幡
小
路
７
‐
１
（
☎
㉒
１
１
１
１
）

エ
コ
製
品
を
選
ん
で
買
お
う

白
河
市
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

㈲ダイトー製作所

企
業
の
業
ののののののののののの
業
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

高い技術で不可能を可能に。
多様なニーズにこたえる板金加工工場

The company in Shirakawa 

住　　所：大信増見字堂山80
事業内容：ステンレス材、スチール材、ア
　　　　　ルミ・銅・真

しんちゅう

鍮・チタン等の非
　　　　　鉄金属の板金加工

№31

　本市には、様々な企業が立地しています。
市民の皆さんはどのような企業があり、そ
こでどのような製品が誕生し、またどのよ
うな人が働いているかご存じでしょうか。
　リレー形式で、市内の企業やものづくり・
人づくりについて紹介しています。

　「私たちの会社は、お客様の要望を受け、
鉄やステンレス、アルミ材などを板金加工
して製品をつくっています。創業以来積み
上げてきた技術力を最大限に生かしたもの
づくりに専念しています」と話す管理課長
の大

お お と

戸忠
ただひろ

浩さん。
　ダイトー製作所は、昭和63年に旧大信村
で創業。ステンレス加工をメインに、スチ
ール材やアルミ・銅・真

しんちゅう

鍮・チタンなど非
鉄金属の板に、切断、穴開け、曲げ、絞り、
溶接などの板金加工を施し、製品や部材に
仕上げています。製品は主に受注生産で、
分野を問わず顧客の様々なニーズに柔軟に
対応。他社では製作不可能とされた難解な
製品づくりに成功した例も数多くあるなど、
不可能を可能にする高い技術力を備えてい
ます。また、農繁期には、地元の人から農
業機械部品の加工や溶接を頼まれるなど、
地域にも親しまれ、頼りにされる存在です。
　敷地面積は961㎡で社員は10人。若い社
員にベテラン社員が指導・サポートを行い、
培ってきた技術の継承に社内一丸となって
取り組んでいます。
　「例え製作が困難な場合でも、試行錯誤し、
お客様の要望にはできる限りこたえたいと
考えています。これからも技術力を高め、
満足していただける製品づくりにチャレン
ジしていきます」と大戸さんは和やかに話
してくれました。

工場でつくられた製品。左上はアルミ材で仕上げた足軽甲
かっちゅう

冑の下材。高い技術力の証です。
工場外観。自然豊かな環境に立地しています。
社員の皆さん。業務終了後には１日の仕事の進み具合いや問題点を共有するた
めのミーティングを毎日開いています。
工場内には様々な加工用の機械が並んでいます。
アルミ材溶接作業の様子。
「お客様に満足してもらえることが何よりもうれしいです」と話す大戸さん。

①
②
③

⑥
⑤

市
内
企
業
の

　

も
の
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を
紹
介
！

①

④

①

②

③

⑥⑤④

　今月号の表紙は、夢フェスタでの「ご当地キャラ大パレード」の様
子です。小峰通りを舞台に、100体を超えるキャラクターがそれぞれ
の持ち味を生かしながらパレードし、沿道で見守る多くの観客を楽し
ませていました。

Introduction of the cover 今月号の表紙
白河市公式ページ

「いいね！」を押して市の情報をチェック「いいね！」を押して市の情報をチェック

facebookfacebook

https://www.facebook.com/city.shirakawa

　　文明13年（1481）、室町時代を代表する連
歌師・歌師・飯飯

い い おい い お

尾尾宗宗
そ う ぎそ う ぎ

祇祇が連歌の会に参加しようと白河が連歌の会に参加しようと白河
を訪れた際、通りかかった婦人に会のことをを訪れた際、通りかかった婦人に会のことを尋尋
ねると、すでに終了したと知らされました。ねると、すでに終了したと知らされました。たた
わむれに婦人に質問すると和歌で返されたたわむれに婦人に質問すると和歌で返されたた
め、庶民でさえこれほどの和歌の心得があるこめ、庶民でさえこれほどの和歌の心得があるこ
とに驚いたとに驚いた宗祇は宗祇は、その場所から都に引き返し、その場所から都に引き返し
たという伝説が残っています。たという伝説が残っています。この連歌の会は、この連歌の会は、
鹿嶋神社の神前で花見を兼ねて、鹿嶋神社の神前で花見を兼ねて、白河城主白河城主結結

ゆ う きゆ う き

城城
弾弾
だんじょうしょうだんじょうしょう

正少正少弼弼
ひ つひ つ

政政
ま さ と もま さ と も

朝朝（９代当主）が（９代当主）が催したものです。催したものです。

ツーリズムガイド白河では会員を募集しています。　問（公財）白河観光物産協会☎㉒1147

ツーリズムガイド白河会員
Kitazumi Masao北住雅雄さん

ふくしまデスティネーションキャンペーンペーペーペーペペペ ンンンンンンンンンョョョョョョョョョョンキンキンキンキンキンンンンンンンンンンンンンンンンンキンキンキンンンンンキンンキンキンンンンンンンンンンキンンンンンンンンンンンンンンンンンキキキィィィィィネネネふふふくふくふくふく

ツーツー

私私のお勧め‼私のお勧め‼
  「宗宗

そ う ぎそ う ぎ

祇祇戻し」の碑
 

「
広
報
白
河
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

解説

碑碑

533年前の結城白川家の隆盛533年前の結城白川家の隆盛

　桜町の東端、棚倉・　桜町の東端、棚倉・
石川街道と鹿嶋道と石川街道と鹿嶋道と
のの三三

さ ん さ ろさ ん さ ろ

差路差路にある道しにある道し
るべ「宗祇戻し」の碑。るべ「宗祇戻し」の碑。
赤い前掛けのお地蔵赤い前掛けのお地蔵
様と様と尾尾

おお

花花
ばなばな

（ススキ）が（ススキ）が
迎えてくれる。迎えてくれる。
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